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春、立川人は今… 
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　1963年12月30日。オレは国立立川病院で生まれた。まさにその日に撮られ
た写真。車の後ろに写りこむ国立病院。見えないけれど、オレもここに写って
いるわけだ。基地に面した病院で生まれ、基地のある立川で育った。古すぎ
る立川は語れない。新しい立川に興味はない。オレの中では、昭和40年～50
年代の立川こそが立川で、多くの大人が蓋をしたがってきた立川、アメリカの
いた立川のもつ雰囲気が大好きだ。「立川市民祭」というお祭りがあって、そ
こにアメリカ人も出店していた時代を知っている年代は少なくない。小・中学校
の窓は二重ガラスで防音され、真上を飛行機が飛び交っていた。アメリカも変
わった。今になってわかったことは、オレの好きなアメリカは基地の中のアメリカ
で、やっぱり昭和40～50 年代のアメリカだったんだな。
　歯科医でアメリカ兵の車を追いかけていた髙木紀男先生の写真集「タチカ
ワ エアベース カーウォッチング（けやき出版）」を初めて見た時、ものすごく感
動した。そこにはオレの好きな立川とアメリカが溢れていた。オレは思った。絶
対先生の写真集を作らなければならない！ この度、髙木先生のご協力を得て
『立川の風景  昭和色アルバム  その６  アメリカ兵の車を追いかけた立川ノスタ
ルジー「緑川通りの1960 年代を紡ぐ」髙木紀男・写真・編』を刊行。オレ
の中の立川をまたひとつ、形にすることができた。ありがたい話だ。

オレの立川ノスタルジー

オレが生まれた日
［立川の風景 昭和色アルバム その６］から

鈴木 武 氏
株式会社立川印刷所  代表取締
役社長。昭和５年柴崎町に創設
された印刷所の三代目。昭和の
立川をサブカルチャー的に語ら
せたら右に出る者はない。
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立川深層 ❽

　前号で七軒家のことを書きま
したが、そのすぐ東隣に「八軒」
と云う地域があります。この地
域は昔から砂川村の地域です
が、享保5年（1720）に開削さ
れた芋窪新田分水を利用して、
現東大和市芋窪村の人達が開
拓したところで場所は現在の立
川通りに沿った栄町2丁目〜3
丁目付近です。入植した芋窪の
人達は親村の芋窪から勧請し
た愛宕神社を氏神として祀って
います。
　この神社は、神主はいません
が、砂川の阿豆佐味天神社の
宮司が兼務しており、現在は栄町地区の氏神として、元日には初参りの参拝も多
く、秋には賑やかなお祭りもおこなっています。菩提寺は隣の中藤新田にある
観音寺です。
　この区域は上組、中組、下組に分かれていますが、不思議なことに、現東大
和市芋窪の出身者で構成されている上組と下組に挟まれた中組は、なぜか氏神
も菩提寺も違う砂川村出身の八軒の家を中心に構成され、この人達は今でも砂
川村の鎮守、阿豆佐味天神社の氏子であり、中組の中央部に阿豆佐味天神社の
常夜灯があります。また菩提寺もかつては砂川の流泉寺でしたが、現在は芋窪
新田の菩提寺観音寺の檀家になっています。
　この中組は、明治6年に新政府が施行した地租改正令に伴って付けられた地
番の宅地地番が、上組下組の家々が３千番地台なのに、1キロ以上離れた五日
市街道八番組の110番地から中組の宅地に飛び、111番地から砂川村出身と見
られる121番地まで地番が付けられ､再び1キロ以上飛んで八番組の122番地に
戻ると云う何とも不可思議な番地が付けられています。
　本来分水名は「芋窪新田分水」であり、入植者の出身地、氏神、菩提寺など
から考えても、本来地名は「芋窪新田」と云うべきところ、なぜかこの名称は使
われず、砂川村から入植した「八軒」が地名になっていました。
　この芋窪新田、八軒新田、七軒家新田の開発を支えて来た芋窪新田分水は、
戦後間もなく通水が止まり、昭和四十年ころに埋め立てられ、その痕跡は見ら
れませんが、現在高松町熊野神社近くの旧道脇に「玉川上水砂川用水芋久保分
水路跡」の小さな記念碑（前号写真参照）がひっそりと建っています。
　この八軒の東側、国分寺市分ですが「五軒家」と云う地域もあります。このよ
うな地名は、未だ地名のない原野を開拓する新田開発では、最初に入植した人
達の家の数や開発者の名前が地名になった場所が多く見られます。　

案内人：豊泉喜一氏
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ここにも
   元気な人たちがいる
あれから10年
ドーバーばばあの「どうだ～？ばばあ」

あの人、この人、立川人 73
［ 立川に育まれて ⑭ ］ 

［インタビュー］

仕事をしている、親の介護をしている、家族のお世話をしている、
立川周辺に住むそんな普通の女性たちが6人集まって、2010年ドーバー海峡横断リレーを成功させた。
当時その記録を撮り映画にした中島久枝さんも父親の介護をしていた。
あれから10年、彼女たちはこの秋ドーバーを目指し、そして中島さんは再びその記録を撮っている。

――「ドーバーばばあ」織姫チームのリーダー 
大河内二三子さんは、ドーバー海峡4回目です
かね。えくてびあんでは1999年1月号で大河内
さんのお話を掲載していまして、その時が2回目で
した。

中島　そうですね。リーダーと監督は何度
も経験されていますが、メンバーは入れ替
わっています。

――「ドーバーばばあ 織姫たちの挑戦」を撮られ
たのが2010年。当時メンバーは54歳から67歳、
すでに高齢でした。「あれから10年」という映画を
制作中とうかがいましたが、この10年は大きいで
すよ。

中島　大きいですよね。みんなどれだけ変
わったか（笑）。それぞれの人生にもいろい
ろあったんですよ。それは映画の中でご覧
ください（笑）。

――だって、普通に考えたら64歳から77歳に
なっているということですよ。中島さんご自身も、前
回はお父さまの介護をされていたし、愛犬のココ
ちゃんもいらしたけれど。

中島　父も亡くなりましたしね、ココちゃん
はノコちゃんに代替わりしました。だからね、
メンバーの中には今回は自信がないという人
もいるわけです。でも、もう一度ドーバーを
目指そうというところから、どんな風にドラ
マが展開していくか、それを撮っているわ
けですよ。

――なるほど。大河内さんは前回、肩の腱
けん
が

切れていたそうですね。

中島　私は後から聞いたのですが、びっくり
しました。アドレナリン出っ放しで、泳いで
いる時は痛さを感じなかったらしいですよ。

――普通のオバサンのはずなんだけど、すご
すぎる。そういえば、織姫さんたち、サプリメ
ントのCMでテレビに出演されてますよね。

中島　普通のオバサンがこんなにやれちゃ
うという広告塔ですね（笑）。

――ほとんど中島さんが撮影されているので
すか？

中島　はい。ほとんどではありませんが。
今回は、ボランティアで参加してくれている
若者と日本での撮影を、ドーバーはプロの
カメラマンにお願いするつもりです。

――ドーバー海峡は水温が低いんですよね。
天候に左右されて、泳げなくて帰国することも
あると聞いています。

中島　10年前もそうでした。行けば泳げる
なんて甘いところじゃない。今日か明日かっ
て天気を見ながら待つわけです。泳げない
で帰るのは辛いですから、その不安な日々
も記録しましたね。

――練習に練習を重ねてきて、今年ドーバー
はいつ渡る予定ですか？

中島　9月なのですが、心配です。果たし
てドーバーに行けるかどうか。世界中がコロ
ナウイルスのニュースで大変なことになって
います。でもばばあたちはそんなものには負
けませんよ。期待していてください。映画の
中にはたくさんのエピソード、ドラマ、人間
らしさ、苦悩や喜び、いろいろなものが詰
め込まれています。公開をどうぞ楽しみにし

ていてください。
――すごいシニアの集まりですから、「元気な
立川」の代表として期待しています！



　いつも通りではない立川。「死活問題」という
言葉も聞こえていました。でも、こんな世の中で
も何か役にたっていこう、街を盛り上げる一助に
なろう、そんな人たちの活動を拾ってみました。
これが立川の底力。

宮﨑彩乃さん
　立川市と社協の助成金をいただいて、立川を盛り上
げるべくマップ作りに奮闘中。3 月にできたマップは
第一弾、一番町や西砂町、砂川辺りを案内しています。
宮﨑さん、先ごろ「立川の農」写真コンテストで立川
市長賞を受賞されました。いつもいつも地元立川のこ
とを考えています。いろいろな人とさりげなく繋がって、
強要しないところがこの方のいいところ。みんなで立
川を盛り上げる、その中心の
ひとりです。

三上鰹節店　三上康子さん

　突然の公立学校の休校。給食が途絶えました。立川市、昭島
市、日野市の全小学校に鰹節を納める三上鰹節店では、削ったば
かりの鰹厚削りが冷凍庫に高く高く積まれていました。鰹節は生き
ています。冷凍庫に保存しても 3 か月。昭和
9 年の創業以来、こんなことは初めてです。
元気な店主 三上康子さんの SNS 発信
で、期間限定格安でお客様にお分け
したそうです。

カフェcocokara　加藤友里恵さん

　シネマ通りにあるカフェです。学校がお休みになったことで
お昼ご飯に困った親子さんのために、給食と同じくらいの価
格でお弁当を作っています。給食とは違うけれど、お母さん
のお弁当のような温かさが詰まっています。お姉さんの前田
美由紀さんとふたりで、人と人を温かく繋いでいきたい、で
きることを精一杯誠実に、がふたりの信条。現在はハンドメ

イドマスクも販売中。

友生堂時計店  上田政雄さん

　高松町シネマ通りにある時計屋さん。昭和 32 年
にこの場所で開業しました。当時のシネマ通りは超
がつくほどの繁華街。基地から来る米兵を相手に商
売する人たちが軒を連ねていたそうで
す。まったく変わってしまったシ
ネマ通りで、淡 と々仕事をす
る姿は、世の中に何があっ
ても変わらない姿勢です。

狭山園  池谷香代子さん

　お茶屋さんの 3 代目。日本語以外に 3 か国語も話す国
際派。外国人相手に日本茶の魅力を伝え
ることに一生懸命な彼女が、この時期、
日本人の小学生にも日本の文化と伝
統を伝えていました。急須のこと、
お茶碗のこと、お茶のこと、海外
の生活が長いからこ
そわかる日本文
化の素晴ら
しさ。自粛
後はオン
ラインで。

おたけ工房　竹村浩一さん

　自宅は立川、工房は拝島にありますが、
休校になった子どもたちが工作

をしたらどうかなと、柴崎
町 2 丁目の「きらら」

でおたけ工房を開
いていました。道
すがら、子ども
たちが立ち寄っ
て木っ端で作品

を作っていました。
いつの間にか童心に

返った大人も参加。

　「人通りが少ないよ～」と菊川園の森田さ
ん。諏訪通り商店街が賑わっていた頃から
のお茶屋さん。通りの変遷をずっと見てき
たそうですが、こんなに人がいない
のは初めて。それでもいつ
もと変わらず、ニコ
ニコと通る人に声
をかけ、 道を
掃き、少なく
なった物販屋
さんの暖

の れ ん

簾を
守っています。
お二人の笑顔に
救われます。

菊川園  森田さんご夫妻 

　砂川九番交差点近くの一方通行。「こんな所で、って言
われちゃうんです」と立地をおっしゃいます
が、いわゆる「きれい」「かわいい」ケー
キとは一線を画す個性的なお菓子
たち。お酒たっぷりだったり、ス
パイシーだったり、エスニック調
だったり。でもハマるとハマってし
まう。立地がどうであろうと、世の
中がどうであろうと、おいしい味を作
り続けていますが、現在はお休

み中。営業再開を待っ
ている人は多

いです。

洋菓子舗  茂右衛門
志村恭代さん 

和菓子司  井筒屋　中里吉雄さん

　昭和 8 年創業の和菓子屋さん。吉雄さんは二
代目です。「父の頃は冠婚葬祭や季節の行事
には和菓子が必要で、電話がないから自転
車で走り回って大変だった。今はそんなこ
とはないけれど、和菓子屋も減ったね」と。

そう言いながら、
毎日毎日和菓

子を作り続
けます。街
にどんな風が
吹こうとも、淡々

と、粛 と々。

ピンチはチャンス、どんな時も どんなことも
新型コロナウイルス感染症の影響で、動きが停まってしまったかに見える世の中。
    特に飲食店はどこもみんな、「忍」の一字。

元気に楽しく、立川人 



〒190-0012
立川市曙町2-21-5
TEL 042-522-6211

営業時間
7：30～18：00
7：30～11：30 （モーニング）
11：30～15：00 （ランチ）

定休日　日曜日・月曜日

☆詳しくは『多摩てばこネット』
　［お店情報］をご覧ください。

Ｊ：ＣＯＭ 多摩：11ch・111ch

えくてびあんの輪えくてびあんの輪

たましん すまいるプラザ立川
オリオン書房 ルミネ立川店
みずほ銀行 立川支店
コスメドール 辰己屋
エミリーフローゲ 本店
キャフェ クリムト
黒毛和牛専門店 焼肉 FUKI
宮地楽器 MUSIC JOY 立川北
TAKE THE HONEY スイーツ
三井住友銀行 立川支店
レストラン サヴィニ
立川献血ルーム
アートルーム 新紀元
MOTHERS ORIENTAL
たましん 本店
和食どころ 若草茶屋
三上鰹節店
エフエムたちかわ
ビックカメラ 立川店
Charcoal Dining るもん
酒亭 玉河
三菱東京 UFJ 銀行 立川支店
玉屋 KITCHEN
立川グランドホテル
カフェ アバン
手打ちそば しぇ もと
シンボパン
天ぷら わかやま
多摩水族館
cafe cocokara
和菓子 井筒屋
すし 魚正
園部肉店
Cut Studio SOFIA
レストラン いなつき
立川市女性総合センター アイム
オリオン書房 ノルテ店
洋食屋 にゅうとん

額縁専門店 プリムベール
たましん 東立川支店
ギリシャレストラン SHUPOUL
林歯科医院
新鮮野菜・惣菜 立川商店
本・事務用品 泰明堂
本と文具 ないとう
赤松タバコ店
BB TAKAOKA
まごころ銘茶 狭山園
お好み焼ともんじゃ焼 こけし
そば たかや

鳥料理 くし秀
寿司勝
IL COVO
イタリア料理 トラットリア ドン シェ～
宮地楽器 MUSIC JOY 立川南
中国料理 五十番
一六珈琲店
手づくりみそ 材料専門店 北島こうじ店
new gyoza1059 餃子天国
バル アラディ

0120-667-646
527-2311
524-3121
524-6051
527-1138
526-3030
523-0166
527-6888
523-8200
522-2151
525-1662
527-1140
528-6952
528-0855
526-7700
526-0010
522-3259
524-0844
548-1111
527-3022
522-2654
524-4121
595-7847
525-1405
527-4479
529-5468
522-6211
525-0222
524-0288
512-7159
522-4433
522-3437
522-2901
528-3241
528-1470
528-6801
522-1231
522-3921

528-6789
524-0611
519-3923
522-5657
522-3565
522-3353
522-3677
524-7852
521-0236
527-0146
526-1267
595-6922

522-7692
522-4874
595-9071
512-8735
526-1779
522-7472
527-1680
524-3190
526-2283
523-3917

曙
町

えくてびあんはリストのお店にあります。
今月は 曙町・羽衣町・錦町 のお店です。

錦
町

羽
衣
町 　朝７時半、美味しそうな焼き立てのパンが次々に並び始

める『シンボパン』。店主シンボユカさんが目指すのは、「今
日も明日もあさっても食べたくなるパン」。より美味しくす

るために、自分
に出来ることを
常に探し続ける
チャレンジャー
です。
　 ま ず は、 旅
好きが高じて生
まれたメニュー
か ら。 目 玉 焼
きとベーコンを

フランスパンにはさんだベトナムのサンドウイッチ「バイン
ミー」。自家製コリアンダーペーストと長ねぎのピリ辛なま
すを生かした人気の一品です。『シンボパン』の持ち味とい
えば、粉(北海道産)の配合を調整し、何種類もの生地を
使い分けて作る素朴でシンプルなパン。そのパンを好きな
だけ、日替わりの料理とともに楽しめるシンボパンセット
がまた魅力！彩り豊かな野菜をたっぷり、さらにスープ・
お惣菜・お菓子・ドリンクまで付く大サービスのランチです。
そして、グレープシードオイルで揚げる、専門店も顔負け
のドーナツにも定評が。立川とびしまレモンやフランボワー
ズとラズベリーを使った甘酸っぱいドーナツの他、チョコ
レート・ココナッツなどテイストも充実しています。
　各方面で活躍するアーティストから支持され、様々なイ
ベントで引っ張りだこのシンボさん。けれど、「私は裏方の
人間」と倦まず弛まず。次はどんな面白いコトを？そんな周
囲の期待にも応え続ける、ストイックなパン職人です。

伊
勢
丹

タカシマヤ

フロム中武

立川駅

北口

立
川
北

ルミネ

GRANDUO

ｅ
ｃ
ｕ
ｔｅ

中央線
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ビックカメラ
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●立川本店

パレスホテル立川
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シンボパン

　空前の食パンブーム。それも生で美味しいというのだから、もう食事の「白米」感覚を越えて「スイーツ」
の域。柔らかくて、舌の上でとろけてしまう生食パン。それはそれとして、食パンはやっぱり毎日いただく
もの。飽きないレシピをえくてびあん流に考えました。立川にはなんと40軒以上のパン屋さんがあります。
スーパーでもオリジナルのパンを焼いています。食パンにこだわって、メディアに登場しているお店もあり
ます。新型コロナウイルス感染症で、なかなか外に行けない日々。お母さん、出番ですよ！ 料理上手な
男子も出番ですよ！ こんな時、美味しいものを作って家族に喜んでもらっても悪くないんじゃないでしょ
うか。ご参考までにご覧ください！

バインミー・ソーセージと
じゃがいも・メロンパン・ドーナツ２種
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フレンチトースト。生で美味しいという食パンより、
普通の食パンの方が美味しく作れます。ミルクと
卵に十分浸けて、バターで焼くだけ。

トースターを熱して、そこに霧を吹いた食パンを入
れます。外側はカリっと、中はしっとり。究極のトー
ストです。

おかずがメイン。おかずを美味しく食べさせてくれ
る軽い食パン。ミルクや卵を使っていないさっぱり
系がいいですよね。

忙しい朝の定番。パンが美味しいとバターだけで
充分。トーストが基本という国産小麦のいい香り。

ベジタブルサンド。レタス、きゅうり、トマト、アボカド。
それだけで本当においしいからパンって不思議。

パンの耳ボウル。パンの耳をカリッとサクッとよく焼
いて、生クリームとチョコレートでいただきます。この
日はバナナとイチゴ、季節の果物と合わせるとパン
の耳がごちそうになります。

クラブハウスサンド。トーストした食パンに、サラダチ
キン、レタス、トマト、ベーコン、卵焼きをはさみまし
た。ホテルの味です。いくらにしようかな～。

プリンパン。生で美味しいという食パンを、ミルクと
卵に浸けておきます。ちぎれちゃうのでそうっとフラ
イパンへ。バターで焼いたところにカスタードプリン
を添えると、これ、本当に美味しいスイーツになりま
す。食感が、パンとプリン、同じです。

ゴージャスなサンドイッチ。ストレス解消にもって
こいのボリュームです。作ったら食べるのが基本、
家族みんなでいただきましょう。

根川の桜
　その昔、立川段丘の湧水が注ぎ込む小川だっ
た頃の根川は、水量が多くボート場や釣り堀が
あり、桜並木がとても美しかったそうです。昭和
48年に根川緑道として整備され、高度処理水を
流す人工水路として根川のせせらぎが作られまし
た。桜並木は健在で、残堀川から根川へと続く
遊歩道は春のお花見定番コースとなっています。
現在錦町下水処理場では、「立川市単独処理区
の下水処理を流域下水道へ編入する工事」を行っ
ており、この工事終了後の根川の水源確保につ
いては現在も検討中。この日は根川に映る桜を
テーマに撮影しました。もっと豊富な水量がゆる
ゆると流れる昔の根川とはちょっと違いますが、
桜は当時のままに咲いています。

（2020年3月25日撮影）

◆緊急事態宣言が出され落ち着かない状況の中
にも、えくてびあん 5 月号をご覧いただき、あり
がとうございます。感染症によりお亡くなりにな
られた方々に心よりお悔み申し上げると共に、罹
患された方々の 1日も早いご回復、感染拡大の
沈静化をお祈り申し上げます◆本来ならこの時
期、北口の GREEN SPRINGS がグランドオー
プン、ステージガーデンで賑やかにコンサート、
B リーグの頂上決戦、立川フラメンコ、立川いっ
たい音楽まつり、国営昭和記念公園は花が満開、
あれもこれもと盛りだくさん、なはずでした。中
止や延期の連絡が続きます。仕方のないことで
すが寂しいですね◆相手は目に見えない不可抗
力。ウイルスに色でも付いていればと思う日々。
自粛に始まる憂鬱をどうしていくか、それもまた
課題です◆でも、そこは立川人の底力。取材して
みると、退く勇気が功を奏することもある。時は
今ではないという啓示。自分だけが我慢している
のではない、痛みはみんな平等だと、そう考えて
苦しい中にも前を向く人がたくさんいました。だ
からこそ立川、それでこそ立川◆えくてびあんも、
皆さまの心に寄り添って、少しでも明るい立川を
お届けしたい。立川印刷所の鈴木武さんの連載
は、懐かしく笑える立川をノスタルジックにご紹
介。ご期待ください。
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立川と語ろう  立川に生きよう
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春、立川人は今… 

'56オールズモビル  スーパー88  ホリデークーペ
［ 立川の風景  昭和色アルバム  その6 ］　117ページ

　1963年12月30日。オレは国立立川病院で生まれた。まさにその日に撮られ
た写真。車の後ろに写りこむ国立病院。見えないけれど、オレもここに写って
いるわけだ。基地に面した病院で生まれ、基地のある立川で育った。古すぎ
る立川は語れない。新しい立川に興味はない。オレの中では、昭和40年～50
年代の立川こそが立川で、多くの大人が蓋をしたがってきた立川、アメリカの
いた立川のもつ雰囲気が大好きだ。「立川市民祭」というお祭りがあって、そ
こにアメリカ人も出店していた時代を知っている年代は少なくない。小・中学校
の窓は二重ガラスで防音され、真上を飛行機が飛び交っていた。アメリカも変
わった。今になってわかったことは、オレの好きなアメリカは基地の中のアメリカ
で、やっぱり昭和40～50 年代のアメリカだったんだな。
　歯科医でアメリカ兵の車を追いかけていた髙木紀男先生の写真集「タチカ
ワ エアベース カーウォッチング（けやき出版）」を初めて見た時、ものすごく感
動した。そこにはオレの好きな立川とアメリカが溢れていた。オレは思った。絶
対先生の写真集を作らなければならない！ この度、髙木先生のご協力を得て
『立川の風景  昭和色アルバム  その６  アメリカ兵の車を追いかけた立川ノスタ
ルジー「緑川通りの1960 年代を紡ぐ」髙木紀男・写真・編』を刊行。オレ
の中の立川をまたひとつ、形にすることができた。ありがたい話だ。

オレの立川ノスタルジー

オレが生まれた日
［立川の風景 昭和色アルバム その６］から

鈴木 武 氏
株式会社立川印刷所  代表取締
役社長。昭和５年柴崎町に創設
された印刷所の三代目。昭和の
立川をサブカルチャー的に語ら
せたら右に出る者はない。
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